
心理学・教育学委員会・言語・文学委員会・哲学委員会・社会学委員会・ 

史学委員会・地域研究委員会・情報学委員会合同 

デジタル時代における新しい人文・社会科学に関する分科会 

（第 25期・第５回） 

議事要旨 

 

日 時  令和 4年 3月 15日（火）17：00～20：00 

会 場  オンライン会議 

出席者（名簿順、敬称略）：川嶋四郎 佐藤嘉倫 西田眞也 矢野桂司 隠岐さや香 奥田太

郎 木部暢子 久留島典子 黒木英充 近藤康久 下田正弘 土井美和子 永崎研宣 橋本隆子 

（説明者）大向一輝 （参考人）赤間亮 （オブザーバ）文科省学術企画室 

 

 

＜議 題＞ 

 

（１）前回議事要旨の確認 

第４回の議事要旨を確認し、承認された。 

 

（２）人文学におけるデジタルの応用に関する教育の動向 

2.1 矢野委員・赤間参考人により、立命館大学における事例が報告された。 

2.2 下田委員・大向特別連携委員により、東京大学における事例が報告された。 

 

２つの発表の後、人文学におけるデジタルの応用に関する教育についての全体的な議

論が行われた。 

 

（３）第 25期の活動計画 

1. 令和４年１月 22 日に開催された当分科会主催のシンポジウムについての報告が永

崎によって行われた。 

 

2. 当分科会による意思の発出に関する方向性についての議論が行われた。 

 

3. 次回の分科会は５月に人文社会科学のデータインフラストラクチャーを扱うことが

承認された。 

 

（４）その他 

特になし 


